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令和7年6月

194第 号

平素より中国労災病院が大変お世話になり、誠にありがとうございます。

地域医療連携News第194号を発行致しました。今後とも連携の程よろしくお願い申し上げます。

登録医療機関御中

　2025年4月から中国労災病院・消化器内科に赴

任しました東山です。内視鏡検査をご希望される患者

様、腹部症状でお困りの患者様がおられましたら気

軽にご紹介をお願いいたします。

－低侵襲で安全な橋渡し治療としての役割－

　大腸癌による悪性腸閉塞は、緊急性の高い消化

器救急のひとつです。これまでは緊急手術が第一選

択となっていましたが、近年、大腸ステント（Colonic 

Self-expandable Metallic Stent: C-SEMS）を用い

た治療が、橋渡し治療（Bridge to Surgery: BTS）お

よび姑息的治療（Palliative）として広く行われるよう

になっています。

－大腸ステント治療の適応と目的－

Bridge to Surgery

　腸閉塞を一時的に解除し、

全身状態の安定化と術前評価

を可能にします。緊急手術を回

避し、予定手術による合併症

の低減・ストーマ回避を目指す

ものです。

姑息的治療（Palliative）

　閉塞の原因となっている腫瘍病変の切除が困難

な場合に、腸管通過性の維持とQOL改善を目的とし

て使用します。ステント留置後は化学療法や緩和治療

に移行します。

－大腸ステントの適応外（禁忌）－

　良性狭窄、長大または複雑な狭窄・出血や炎症を

伴っているもの・肛門縁に近い下部直腸の狭窄は適

応外になります。

　

－安全なステント治療のための体制－

 当院では、内視鏡センター・消化器外科・放射線科

と連携し、以下のような体制を整えています：

●施行前CTにより狭窄長・穿孔リスク・腫瘍位置

を事前に詳細評価

●消化器内科医師・消化器外科医との連携による

チームアプローチ

●手技は原則として内視鏡専門医が担当、リスク

症例は二名体制で対応

－当院における実績（5年間  2020-2024年度）－

　過去5年間（2020-2024年度）の総施行件数77件

　ステント留置成功率：100％

　BTS症例：56例（72％）　姑息的症例：21例（28％）

　合併症：穿孔4例（5.2％、全国平均約9％）、

　ステント拡張不良による緊急手術2例(2.6%)　

　

－今後の展望－

　当院消化器内科は広島GIグループの一員であり、

cStageⅡ／Ⅲ閉塞性大腸癌に対し術前減圧目的に

大腸ステント留置する症例を対象として、coverdステ

ントの長期予後、短期成績のランダム化比較試験へ

の参加予定です。

　今後も、術後経過の検討や多施設共同研究への

参加を通じて、より安全で効果的な運用を追求してま

いります。

中国労災病院の基本方針───────────
◯個人の尊厳と権利を尊重し、高度で安全な医療を推進します。

◯地域の医療機関と連携し、救急・急性期から慢性期までの

一貫した医療を実践します。

◯最新の医学に基づいた専門的な医療を実践します。

◯働く人の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。

◯周産期医療を充実させ、未来を担う子供たちを支援します。

◯優れた人材を育て、働きがいのある職場づくりを推進します。

初期臨床研修の理念─────────────
医師としての人格をかん養し、将来専門とする分野にかかわら

ず、医学・医療の果たすべき社会的役割を認識しつつ、日常診

療で頻繁に関わる病態に適切に対応できる基本的な診療能力

を身につけると共に、崇高な信念と人格をもち、生涯にわたり

自己研鑽する態度を身につけた自立した医師を育成します。

初期臨床研修の方針─────────────
①医師としての基本的価値観（プロフェッショナリズム）を修

得します。

②医学・医療における倫理性を理解し、安全な医療の提供が

行えるようにします。

③救急医療やプライマリ・ケアなどの診療能力を修得します。

④患者中心の思考・行動をする姿勢を修得します。

⑤他の医療スタッフ、患者や家族と協調し、良好な関係を築

けるようにします。

⑥地域の中核病院としての役割を理解し、地域の病院と連携

し、地域医療を学びます。

⑦症例を通じて、診断・治療の結果だけではなく、プロセスを

学びます。

⑧他の医師や同僚とともに研鑽しながら、生涯にわたって学

ぶ姿勢を修得します。

大腸ステント治療の現状と当院の取り組み1.

消化器内科部長

東山 真

──────────────中国労災病院理念──────────────
働く人と地域の人のために患者中心の良質な医療を提供します。
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　2025年4月から中国労災病院・消化器内科に赴

任しました東山です。内視鏡検査をご希望される患者

様、腹部症状でお困りの患者様がおられましたら気

軽にご紹介をお願いいたします。

－低侵襲で安全な橋渡し治療としての役割－

　大腸癌による悪性腸閉塞は、緊急性の高い消化

器救急のひとつです。これまでは緊急手術が第一選

択となっていましたが、近年、大腸ステント（Colonic 

Self-expandable Metallic Stent: C-SEMS）を用い

た治療が、橋渡し治療（Bridge to Surgery: BTS）お

よび姑息的治療（Palliative）として広く行われるよう

になっています。

－大腸ステント治療の適応と目的－

Bridge to Surgery

　腸閉塞を一時的に解除し、

全身状態の安定化と術前評価

を可能にします。緊急手術を回

避し、予定手術による合併症

の低減・ストーマ回避を目指す

ものです。

姑息的治療（Palliative）

　閉塞の原因となっている腫瘍病変の切除が困難

な場合に、腸管通過性の維持とQOL改善を目的とし

て使用します。ステント留置後は化学療法や緩和治療

に移行します。

－大腸ステントの適応外（禁忌）－

　良性狭窄、長大または複雑な狭窄・出血や炎症を

伴っているもの・肛門縁に近い下部直腸の狭窄は適

応外になります。

　

－安全なステント治療のための体制－

 当院では、内視鏡センター・消化器外科・放射線科

と連携し、以下のような体制を整えています：

●施行前CTにより狭窄長・穿孔リスク・腫瘍位置

を事前に詳細評価

●消化器内科医師・消化器外科医との連携による

チームアプローチ

●手技は原則として内視鏡専門医が担当、リスク

症例は二名体制で対応

－当院における実績（5年間  2020-2024年度）－

　過去5年間（2020-2024年度）の総施行件数77件

　ステント留置成功率：100％

　BTS症例：56例（72％）　姑息的症例：21例（28％）

　合併症：穿孔4例（5.2％、全国平均約9％）、

　ステント拡張不良による緊急手術2例(2.6%)　

　

－今後の展望－

　当院消化器内科は広島GIグループの一員であり、

cStageⅡ／Ⅲ閉塞性大腸癌に対し術前減圧目的に

大腸ステント留置する症例を対象として、coverdステ

ントの長期予後、短期成績のランダム化比較試験へ

の参加予定です。

　今後も、術後経過の検討や多施設共同研究への

参加を通じて、より安全で効果的な運用を追求してま

いります。

大腸の腫瘍性腸閉塞

大腸ステント

Niti-S大腸用ステント
TeaWoong Medical社製

ステント留置前 ステント留置後 ステント留置後・近接

Naturifit大腸用ステント
Nanaro社製

X-p

CT水平断 CT冠状断
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（独）労働者健康安全機構

中国労災病院　院長　　　　　

 連携施設の皆様、お元気にご活躍されておられると

存じます。いつも当院に患者さんをご紹介下さり、あり

がとうございます。さて、当院では、長年待ち焦がれて

いた、「がん化学療法科」の診療を本年4月から開始

いたしております。診療支援をして下さるのは、広島大

学病院がん化学療法科の岡本 渉 教授です。ご多忙

の中、毎月第４水曜日の午前中に集中的に外来診

療を担当して下さいます。これまでのご経験をもとに、

難治例に対する新たなプロトコールの可能性や、セ

カンドオピニオン、当院の外来化学療法室の運用な

ど、多岐にわたりご指導頂いております。外来日が限ら

れていますので、予約等に少しお時間を頂くかもしれ

ませんが、ご相談したい患者さんがおられましたら地

域連携室にご相談して頂ければ幸いです。

　岡本 渉 教授ご自身からもご紹介を頂きます。

 　　　　の御高配により

「がん化学療法科」で診療を

させて頂くことになりました岡

本渉と申します。広島大学病

院では、がん化学療法科長と

して抗がん剤治療、化学療法

室長として外来化学療法室

運用管理、がん治療センター

長として院内及び県内がん診療拠点病院の連携・取

り纏めを担当させて頂いております。大学病院の症例

で御世話になっております先生方には、この場を借り

まして、深く御礼を申し上げたいと存じます

　がん薬物療法領域は日々新薬が登場しておりま

す。治療効果の向上で患者さんにとって良い面に繋

がっている一方、医療機関では多岐に渡る治療レジ

メンやこれまでに経験のない副作用に対する管理体

制の充実が必要になっております。また、高齢、合併

症、重複がん、希少がんといった治療の難しい症例も

増えており、一部のがんでは若年化が問題となり治療

と生活の両立や人生のあり方などに多くの悩みを抱

える患者さんも増えていると感じております。更に、メ

ディアやSNSを通じてがん治療が取り挙げられる機

会が増える中、玉石混合の情報に患者さんが悩まれ

る場面も増えているように感じております。

　中国労災病院には既に充実した基盤（化学療法

室、患者サポートセンター、化学療法委員会など）が

あり、地域の先生方との連携により、呉市東部、東広

島市南部、竹原市、島嶼部の皆様に充実したがん診

療を提供する体制が整えられていると感じております

が、前述のとおり、がん治療は日進月歩でありますの

で、更なる充実に向け、月一回の診療で御迷惑をお

かけしますが、私自身ができることを模索し、地域の

皆様のお役に立ちたいと考えております。がんはコモ

ンディジースであり、患者さんの診療・ケアに当たって

は地域の先生方の御支援が欠かせないと感じており

ますので、何とぞ御指導・御支援のほどよろしくお願い

申し上げます。

広島大学病院
がん化学療法科 教授

岡本　渉

岡本 渉 教授による「がん化学療法科」診療開始のご紹介2.
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新入医師紹介3. 新入医師の皆さんご紹介

消化管の検査、診断、治療などを専門とし

ております。

よろしくお願い申し上げます。

平田　一成
ヒラタ イッセイ

医長

趣味特技

スポーツ観戦

消化器内科

先生方と連携して患者さんにより良い医

療を提供したいと思っております。

今後ともよろしくお願いいたします。

川口　嵩史
カワグチ タカフミ

医師

趣味特技

ツーリング

循環器内科

守屋先生のご指導のもと日々研鑽を積ん

で参ります。

何卒よろしくお願いいたします。

白根　佑樹
シラネ ユウキ

医長

趣味特技

硬式テニス、

ポーカー、酒

消化器内科

4月から中国労災病院・消化器内科に赴

任しました東山と申します。

腹部症状でお困りの患者様や内視鏡希

望の患者様がおられましたらご紹介をお

願いします。

東山　真
ヒガシヤマ マコト

部長

趣味特技

旅行

消化器内科

微力ながら地域医療に貢献できるように

努めてまいります。まだまだ未熟者ではご

ざいますが、ご指導、ご鞭撻のほどよろしく

お願い申し上げます。

服部　祐汰
ハットリ ユウタ

医師

趣味特技

読書、旅行、

写真撮影

消化器内科

至らぬ点も多々あるかとは思いますが、ご

指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上

げます。

山下　祐一
ヤマシタ ユウイチ

医師

趣味特技

テニス、ゴルフ、

サウナ

循環器内科
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今年の4月から外科専攻医として働き始

めました。上級医の先生方の御指導の

下、一人前の外科医になれるように多く

の経験を積みたいと思っています。近隣の

先生方におかれましては、多くの症例をご

紹介下さいましたら幸い存じます。

豊田　孟基
トヨタ モトキ

医師

趣味特技

ビール、温泉

外科

内分泌疾患や糖尿病関連疾患に関して

地域の助けになるよう努めたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

春山　悠太
ハルヤマ ユウタ

医員

趣味特技

旅行

代謝内分泌科

4月より中国労災病院に勤務しておりま

す、医師3年目の丸山と申します。若輩者

ですが、精一杯励みますのでご指導のほ

ど何卒よろしくお願いいたします。

丸山　基治
マルヤマ モトハル

医師

趣味特技

テニス

脳神経内科

主に下部消化管を担当させていただきま

す。地域での医療に貢献できるよう努め

て参ります。よろしくお願い致します。

好中　久晶
ヨシナカ ヒサアキ

医長

趣味特技

旅行

外科

脳神経内科を専門としております。前任の

国立呉医療センターでも、呉地域や近隣の

諸先生方にお世話になっておりましたが、

当院でも引き続きご指導お願い致します。

杉浦　智仁
スギウラ トモヒト

部長

趣味特技

バレーボール、

バドミントン

脳神経内科

呉地域の医療にたずさわれて嬉しく思いま

す。若輩者でいたらぬ点も多くあると思いま

すが、何卒よろしくお願いいたします。

森田　隼登
モリタ ハヤト

医員

趣味特技

散歩、

ドライブ

外科

呉市の病院勤務が初めてですが、地域の

医療機関の先生方と連携を深めながら、

安心して患者さんをお任せいただける外科

医を目指してまいります。

大下　航
オオシタ コウ

医長

趣味特技

読書（マンガも）、テニス、

クロスカントリースキー

外科
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4月から広島大学リハビリテーション科に入局

しましたが、今年度は整形外科医として働かせ

ていただいております。ご迷惑をおかけすること

があると思いますが、精一杯頑張りますのでご指

導のほどよろしくお願いいたします。

藤野　裕成
フジノ ユウセイ

医師

趣味特技

ドライブ、旅行

整形外科

呉地域の子どもたちの健康に少しでも貢

献できますと幸いです。

今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

福田　玲
フクダ アキラ

医師

趣味特技

絵を描くこと

小児科

4月より赴任いたしました曽田旺希と申します。呉

市の医療に貢献できるよう精一杯頑張ります。

曽田　旺希
ソダ オウキ

医師

趣味特技

硬式テニス

整形外科

患者さん一人ひとりに寄り添った丁寧な診

療を心がけていきます。どうぞよろしくお願い

いたします。

石井　哲大
イシイ テツヒロ

医師

趣味特技

フットサル、ゲーム

整形外科

平素よりお世話になっております、泌尿器科

のことでお困りのことがありましたら、何で

もご相談・紹介ください。

河野　浩之
カワノ ヒロユキ

医師

趣味特技

旅行、ダイビング

腎泌尿器外科

広島大学病院から参りました、三村藍加

と申します。地域の皆様の力になれるよう

微力ながら尽力できればと思っておりま

す。何卒よろしくお願い致します。

三村　藍加
ミムラ アイカ

医員

趣味特技

野球観戦

耳鼻咽喉科

この度4月より赴任致しました。地域の皆

様の要望に応えれるように全力を尽くし

ますので、何卒よろしくお願い致します。

谷　亮治
タニ リョウジ

部長

趣味特技

音楽鑑賞

歯科口腔外科

今月より中国労災病院、救急科で働かせ

て頂くこととなりました。地域の皆様のお役

に立てるように頑張りますので、よろしくお

願いいたします。

岡田　奈月
オカダ ナヅキ

副医長

趣味特技

読書、水泳

救急部・総合診療部
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ご指導いただけることに感謝しながら、

日々努力してまいります。どうぞよろしくお願

いいたします。

梶川　智規
カジカワ トモノリ

趣味特技

テニス、旅行、

登山、キャンプ

臨床研修医

中国労災病院で働く上で、今後お世話にな

ると思います。よろしくお願いします。

玉木 正太郎
タマキ ショウタロウ

趣味特技

散歩、

Youtube

臨床研修医

患者さん1人ひとりに寄り添い、全人的な医

療を提供できるよう、日々研鑽を積んでま

いります。少しでも呉の医療に貢献できるよ

う努めてまいりますので、よろしくお願いいた

します。

河野　亜未
カワノ アミ

趣味特技

旅行、カメラ

臨床研修医

広島県福山市生まれ、広島大学卒の藤井

博基と申します。呉市で過ごすのは初めて

なので、楽しみな気持ちでいっぱいです。お

世話になることもあるかと思いますが、何卒

よろしくお願いします。

藤井　博基
フジイ ヒロキ

趣味特技

テニス、サッカー

臨床研修医

広で働くご縁をいただき、嬉しく思います。未

熟者ですが精一杯頑張りますので、よろしく

お願いいたします。

松浦　安那
マツウラ アンナ

趣味特技

野球観戦

臨床研修医

全力で医療を学んでいこうと思います！よろ

しくお願いします！

中岡　朋也
ナカオカ トモヤ

趣味特技

硬式テニス

臨床研修医

地域の医療に貢献できるように精一杯頑

張りたいと思います。よろしくお願いします！

山田　侑弥
ヤマダ ユウヤ

趣味特技

旅行、ドライブ、

カメラ、ギター、カラオケ

臨床研修医

広島市の出身で、愛知県の大学を卒業しま

した。呉に住むのは初めてです。まだまだ未

熟者ですが、多くのことを吸収してしっかり

成長していきますのでご指導の程よろしくお

願いいたします。

藤本　修平
フジモト シュウヘイ

趣味特技

筋トレ

臨床研修医
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地域医療連携ニューズ第194号
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発行日：令和7年6月10日

連携室からのお知らせ4.

　4月19日（土）昭和まちづくりセンターにて、「知っていますか？最近のひざのお話」をテーマに『市民

公開講座』を開催しました。また、当日は呉市長にもご来場いただき、ご挨拶を頂戴いたしました。

当講座は４部構成になっており、最初の講演では、脇田医院　脇田院長により「膝の痛み整形外科外

来を受診したら何をするのか」をテーマに、変形性膝関節症の治療法について分かりやすくお話をいた

だきました。

第2部講演では、当院　藤本副院長により「膝痛の手術治療」をテーマに、骨切り術・人工膝関節置換

術についてのお話と人工関節模型の展示を行いました。

第3部講演では、当院リハビリテーション部　岩見部長により「入院中のリハビリは何をするの？」を

テーマに、手術後のリハビリ例の紹介や実際に参加者の皆様と一緒にスクワットを行いました。

そして第4部講演では、脇田医院　奥村作業療法士により「リハビリって大事なの？ ホントに良くなる

の？？」をテーマに、リハビリ開始までの流れやQ&Aなどをご紹介いただき、とても分かりやすく解説をし

ていただきました。

　今回は初めて広地区外の焼山地区にて開催をしましたが、想定定員数の200名を大きく超える308

名の方にご参加いただき、大変好評な講座となりました。ご不便をおかけした点もあったと思いますが、ご

参加いただきました皆様に感謝申し上げます。

これからも市民公開講座等のイベントを通じて、市民の皆様に健康に関する情報をお伝えしていきたい

と考えておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！

令和７年度 第1回市民公開講座を開催しました！


